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要旨：この論文は、台湾の陶器産業の拠点である鶯歌区に訪れた 399 人を対象に創造的体

験、体験に関する記憶、そして再訪意欲の関係について検証されている。 

 年齢・性別・配偶者の有無・旅行特性(旅行形態・滞在期間・創造的経験に関する質問項

目など)・創造的経験に関する 5 段階評価(この活動は私の感性を広げた・この活動は他の場

所とは違った経験を私に提供した)・体験の記憶に関する 5 段階評価(この体験についてど

の程度覚えているのか)・再訪意欲(鶯歌区での同様の活動に参加することを選ぶか否か)の

変数を用いて分析している。 

 分析の結果、創造的経験と記憶には有意に正の相関があることが明らかになった。また、

体験に参加した人のうち、より高い記憶を持つ人の再訪意欲は高いということも明らかと

なった。さらに、創造的経験と再訪意欲の間には直接的な相関関係がなく、記憶によってこ

れらの関係が仲介され、正の相関を持つようになるという記憶の媒介効果が検証された。こ

の論文では、記憶が再訪や口コミの推奨などの将来の行動意図に対するより適切な予測因

子であるということを示唆している。 

 

感想：伝統芸能班では、京都に訪れた観光客を対象としたアンケート調査を行い論文を執筆

していきます。京都を訪れた観光客が、本当の京都を体験することができているのか、それ

が私たちの疑問です。清水寺や金閣寺、銀閣寺。多くの有名な神社仏閣を訪れる観光客はた

くさんいます。しかしそれだけが京都のすべてではありません。京都市が実施したアンケー

ト結果から、京都を再び訪れたい理由として、京都人との交流や文化体験などが挙げられま

す。このように観光客はより深く京都を味わうことを望んでいるのです。そこで私たちはそ

のような人々の特性などアンケート調査を行い、経済学的に研究をし、より世界中の人々を

魅了できる街、京都になるようにしたいと考えています。 

 この論文では、より記憶に残るような体験をすることで、再訪意欲も高まり、口コミの推

奨などが行われるという結果が出ています。私たちが冬に開催する京漆器カフェは、京町家

という空間で京漆器を味わうことができる今までにはないカフェであると自負しておりま

す。京漆器カフェも京都の観光都市としての発展を支えることができればと強く思います。 


